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被災地被災地被災地被災地にうちわをにうちわをにうちわをにうちわを、、、、アフリカアフリカアフリカアフリカへへへへ毛布毛布毛布毛布をををを。。。。青年青年青年青年たちたちたちたちががががアクションアクションアクションアクション！！！！    

《《《《１０００１０００１０００１０００枚枚枚枚のうちわをのうちわをのうちわをのうちわを届届届届けたいけたいけたいけたい》》》》  5 月 27 日(日)、京都教会の青年たちによる青年の日が行われた。午前中は教会で「学習会」、午後から三条河原町・四条河原町で「うちわのメッセージ書き」「震災募金活動」をＰＲし、市民に東日本大震災の復興支援を呼びかけた。  「研修」では東日本の現状とうちわの重要性をテーマに青年自ら発表した。昨年、震災復興ボランティアに参加した青年からは、励ましの言葉をつづったうちわが被災者の方々に大変喜ばれたと報告があった。  午後からは 2時間ほどの募金活動で、61,039 円が集まった。また、多くの方々が足を止めてうちわのメッセージを書き、当日だけで 60 枚、昨年と累計で 884        枚のうちわが完成した。  青年部では現在も合計1,000 枚のうちわづくりに取り組んでおり、夏までには現地に届けたいとしている。    
    

《《《《心心心心をこめたをこめたをこめたをこめた 730730730730 枚枚枚枚のののの毛布毛布毛布毛布》》》》     6 月 3 日(日)、京都教会法座席にてアフリカへ毛布をおくる運動の発送式が行なわれた。今年発送する毛布は 730 枚になった。  キャンペーンに取り組んだ 3名の代表者が自身の活動報告を行なった。宇治代表者からは今年 21 年目になる地区明社バザーのＰＲの中で毛布の案内も行なってきたこと、綿久リネン株式会社から今年度も毛布の提供があったことなどの報告がなされた。佐藤教会長は西アフリカ地域へ一食募金から拠出されることにふれ、衣食住の食にあたると説明、今回の毛布は衣・住にあたると説いた。つまり一食基金からの拠出と今回の取り組みで衣食住が提供できると述べた。 また午後から今年の「ゆめポッケキャンペーン」の学習会が開催された。少年部、婦人部約３０名が参加し、世界地図を使ってゲームをしながら送付先の国の場所を確認した。実際に現地にゆめポッケを届けた会員からの体験談を聞き、その重要性を学んだ。キャンペーン期間は 8月末まで。 
節電節電節電節電のおのおのおのお知知知知らせらせらせらせ     京都教会・総務部長 おおおお知知知知らせらせらせらせ（（（（７７７７月月月月のののの教会行事教会行事教会行事教会行事））））  京都教会では、今夏の社会情勢を鑑み、下記のように、大幅な節電に協力していこうということになりました。教会に来られる方々には、ご迷惑をおかけすることと存じますが、ご協力のほど、よろしくお願いいたします。  ・実施期間  ７月１日～９月３０日  ・節電内容  ①２階法座席の空調は１２時まで         ②館内の照明の点灯を制限  また、今月からクールビズ対応しております。軽装で失礼いたしますが、よろしくお願いいたします。 

７月 １日（日）朔日参り・布薩の日   9：00～    ４日（水）開祖さまご命日   （各地区）   １０日（火）脇祖さまご命日     9：00～         （佐藤教会長による大法座）   １５日（日）盂蘭盆会        9：00～         教育講演会      14：00～         （大畑誠也氏による講演）   １７日（火）祇園祭（鉾引きボランティア）   ２９日（日）少年少女フェスティバル          大阪普門館にて  今年の六月十一日は京
都に市電が運行されて、

ちょうど百年になる。今
では市電は廃止された

が、市バスや地下鉄が市
民や観光客の足となって

活躍している▼同じよう
に百周年を迎えた吉本興

業も、記念イベントを展
開し、話題を提供してい

る。その他、電機メーカ
ーのシャープ、旅行代理

店のＪＴＢ、発動機のヤ
ンマー、大正製薬など著

名な企業が百周年を迎え
ている▼今年は、大正元

年から百年ということも
あり、創業百周年を迎え

る企業が多い年だ。帝国
データバンクによると、

今年百年を迎える企業は
１，８５４社で、昨年の

２・７５倍になるという
▼百年という歳月は一足

飛びにくるものではな
い。いい日も悪い日も乗

り越えてこれたからこそ
のことだろう▼庭野開祖

は「修行とは、善いこと
を心を込めて繰り返す」

ことだと説く。日々努力
を積み重ねてきたからこ

そ、称賛に値する成果を
得ることができたのだ。

 

時事刻々

 平平平平成成成成２２２２４４４４年年年年、、、、私私私私たたたたちちちちはははは「「「「おおおおかかかかげげげげささささままままとととと手手手手をををを合合合合わわわわせせせせ    いいいいつつつつもももも笑笑笑笑顔顔顔顔でででであああありりりりががががととととうううう」」」」をををを実実実実践践践践ししししまままますすすす。。。。    

平安月報 The HEIAN monthly report 



２ ＲＲＲＲ    ＫＫＫＫ    ＫＫＫＫ    京京京京    都都都都    広広広広    報報報報    ２０１２年６月１５日 
中高生中高生中高生中高生のためののためののためののための無料塾無料塾無料塾無料塾をををを開催開催開催開催    ～～～～京學会京學会京學会京學会～～～～     5 月 20 日(日)、大学生が中学生・高校生の勉強を見ようと、学生部主催の「京學会」が開催された。先月に続き、今回で 2 回目になる。大学生と中高生それぞれ 6人が集まり、マンツーマンで勉強をした。 
 大学生の有志が集まって自分たちに何ができるかを考えた結果、「学生の本分は『勉学』にある」として、中学生や高校生に勉強を教えることになったものだ。 

祗園祭曳祗園祭曳祗園祭曳祗園祭曳きききき手手手手ボランティアボランティアボランティアボランティアにににに青年部青年部青年部青年部がががが始動始動始動始動     5 月 19 日(土)、京都アスニーにおいて祇園祭（7 月17 日）の鉾引きボランティアについて、加盟しているボランティアグループの参加者数枠調整会議が行なわれた。会議には、京都教会青年部と新宗連京都府協議会青年部が参加した。  山鉾の曳き手メンバーをはじめ、沿道整備などを行うボランティアで、総勢は約 500 名。6月 24 日のオリエンテーションで、神事としての心得を学び、当日に臨むことになる。 難しい入学試験にパスした大学生は中高生にとってはあこがれだ。今後も継続して「京學会」を実施する予定だが、大学生が中高生宅を訪問して個別に家庭教師も予定している。    
    中央明社中央明社中央明社中央明社    平成平成平成平成２４２４２４２４年度総会年度総会年度総会年度総会をををを開催開催開催開催     5 月 6日（日）、京都駅前アパホテルにおいて中央明るい社会づくり運動の会（中央明社）の平成 24 年度総会が開催された。平成 23年度事業報告と決算報告の承認を受け、平成 24 年度の事業計画と予算案及び役員改選を決定した。  総会の後、障害者・高齢者の居宅支援・介護タクシーなどの事業を行っている、有限会社ビーオブエスの代表取締役会長・田村耕氏の講演があった。  田村氏は 3歳のとき小児麻痺にかかり、下半身に障害を持ちながらも、健常者と同じ学校に通い、就職。その後、独立して会社を興した後、免許を取ってタクシー運転手になる。運転手をしていた時、車イスの客をタクシーに乗せられなかったことがきっかけで、今の事業を始めた。  田村氏自身が障害者でありながら、常に前向きに取り組み、障害者や高齢者が「自由に・生きがいを持ち・意義ある人生を歩んでいただけるよう」にしていきたいと述べた。 

よりよりよりより高高高高きをきをきをきを目指目指目指目指してしてしてして    ～儀礼儀式教育より～     5 月 20 日（日）、本部聖友会から講師を招き、儀礼儀式教育が開催された。京都教会聖友会のメンバーを中心に、聖壇のお役に就く 50 名ほどの会員が、本部大聖堂でされる儀式作法を学んだ。  最初に佐藤教会長があいさつに立ち、「儀式が乱れれば、教えも乱れる」と、儀礼儀式の重要性を述べた。  引き続き、本部講師の研修では、ふたつのお願いがあると言い、ひとつは「学んだことを全体に広げること」、もうひとつは「形を学ぶが、形と心とのバランス大事だ」と述べた。さらに、目標を高くし完璧を目指 すことで、見合った結果が得られると、より高きを目指して努力することを強調した。  その後、メンバーは鐘、木鉦、太鼓に分かれて、それぞれの作法を勉強した。  
元気元気元気元気のののの出出出出るるるる教育講演会教育講演会教育講演会教育講演会のおのおのおのお知知知知らせらせらせらせ  7 月 15 日(日)、午後 2 時～4 時まで龍谷大学アバンティ響都ホール（京都アバンティ 9階）において「元気の出る教育講演会」が開催される。  講師は、大畑誠也氏(九州ルーテル学院大学客員教授)が「絆はこうしてつくる」という演題で講演を行なう。昨年 10 月の講演会が好評であったため、2度目の開催となった。  また特別ゲストとして WBA 女子ライトミニマム級世界チャンピオンの安藤麻里氏が来場予定。  主催は京都教育者教育研究所、京都家庭教育研究所。入場無料。申し込みは京都教育者教育研究所宛に FAX （075-752-5300）を。 

●徳徳徳徳をををを積積積積ませてもらうませてもらうませてもらうませてもらう    （（（（佼成会佼成会佼成会佼成会のことばのことばのことばのことば））））    
 「徳を積ませてもらう」とは、人や世のためになる布施行（法施・財施・身施）をすることで、「善根を積む」という言い方もします。「自分や器を大きくする」「人さまに喜ばれることをする」「財施をする」と言い換えてもいいでしょう。「徳」には「陽徳」（人の見ているところで積む徳）と、「陰徳」（人の見ていないところで積む徳）があります。会長先生は「よいことを真心を込めて繰り返す」とご指導くださっていますが、要は陰日なたなくコツコツと徳を積むことが、その人の器を大きくしていくのです。 

 

  

 



２０１２年６月１５日 ＲＲＲＲ    ＫＫＫＫ    ＫＫＫＫ    京京京京    都都都都    広広広広    報報報報     ３ 
今月今月今月今月のののの言葉言葉言葉言葉    ～～～～本仏本仏本仏本仏とととと一体一体一体一体ののののリズムリズムリズムリズムをををを目指目指目指目指してしてしてして～～～～    京都教会長京都教会長京都教会長京都教会長・・・・佐藤益弘佐藤益弘佐藤益弘佐藤益弘    佼成誌 6 月号において、「「「「幸幸幸幸せのせのせのせの鍵鍵鍵鍵はははは『『『『自分自分自分自分』』』』にににに」」」」という会長法話をいただきました。  その前半の「「「「自分自分自分自分がががが守守守守るるるる」」」」というところでは、社会生活を送るうえでの規則・ルールや宗教における戒律も、それらは私たちをほんとうの意味で自由に、そして楽にしてくれるものという受けとめ方を会長先生が教えてくださっています。特に 13頁終わりにあります「「「「やはりやはりやはりやはり、、、、ルールルールルールルールにににに遵遵遵遵うのがうのがうのがうのが自然自然自然自然でありでありでありであり、、、、気気気気もももも楽楽楽楽だとだとだとだということですいうことですいうことですいうことです。。。。そしてそしてそしてそして、、、、窮屈窮屈窮屈窮屈にににに思思思思うことやうことやうことやうことや束縛束縛束縛束縛にににに感感感感じじじじることもることもることもることも、、、、じつはみなじつはみなじつはみなじつはみな自省自省自省自省をををを促促促促すためにあるとすためにあるとすためにあるとすためにあると受受受受けとけとけとけとめるとめるとめるとめると、、、、おのずとそれをおのずとそれをおのずとそれをおのずとそれを守守守守ることがることがることがることが楽楽楽楽しみになるはずしみになるはずしみになるはずしみになるはずですですですです」」」」と述べられているところが深く印象に残りました。 以前、ご本部でお役をさせて頂いていた時のことです。開祖さまが、日常において時間を守ることを大事にされるお姿を拝見しました。当時 20歳代の私は、そのご様子を見させて頂いて、「ちょっと窮屈なのではないか？少しくらい遅れても…」と思ったこともありました。ところが、開祖さまは何ごとも「5分前主義」で、教団の内外を問わず会議に出席される際も、開始 5 分前には必ず着席されていました。開祖さまご自身、そのことを「庭野時間」と常々おっしゃっていました。しかもニコニコされながら 5 分前が楽しそうなご様子でした。恩師のお姿に倣って私も「5分前」の実践させていただきました。すると、人様をお待たせしてご迷惑をおかけしないよう、無駄な時間の使い方などしないような生活に変わりました。さらには、心に余裕をもって臨ませて頂けるようになり、会議開始直前に仏さまのお出ましを静かにお待ちするという心境にもならせていただきました。そのような体験からも本当に「自分が守る」というご法話の通り、ルールに遵うことは窮屈なことではなく、安心でき、且つ浄心につながる有り難いことであるということを学ばせて頂きま 

した。 ご法話の後半の「「「「みんなみんなみんなみんな一一一一つつつつ」」」」というところでは、先ずは内省の大切さを学ばせていただきました。加えて、立正佼成会では無常と無我の真理を「すべては自分」と「まず人さま」という表現をもって教えていただいています。その一つである「すべては自分」の意味について、何もかも一人で背負いこみ、自分の至らなさのみを見つめたり、落ち込んだりという心の重荷になるようなことではなく、「「「「あらゆるものごとはあらゆるものごとはあらゆるものごとはあらゆるものごとは、、、、私私私私をををを幸幸幸幸せにしてくださるせにしてくださるせにしてくださるせにしてくださる」」」」と肯定的に受けとめ、前向きに生きることが大切であると教えていただきました。このような受けとめ方が自分自身これまで出来ていませんでした。これから正しく理解し、実践し、人さまにもお伝えして参りたいと思います。  そして、会長法話の締めくくりとして、「「「「心心心心のののの内内内内からからからから湧湧湧湧きあがるきあがるきあがるきあがる真真真真のののの幸福感幸福感幸福感幸福感はははは、、、、本源本源本源本源のいのちとのいのちとのいのちとのいのちと一体一体一体一体ののののリズリズリズリズムムムムをををを刻刻刻刻むようなむようなむようなむような生生生生きききき方方方方からからからから生生生生まれるのですまれるのですまれるのですまれるのです」」」」と結ばれています。私なりにこのところ読み、思わせていただいたことは、自分が規則・ルール、戒律を守ることで、本会ご本尊の印相『施無畏印』、何も心配することはないとのお心と一体になれるものと思います。また、「みんな一つ」という見方が習慣になれば、この手につかまりなさいと言って手を差し伸べる行為、つまり「まず人さま」と自分から進んで人と仲よくするための実践ができ、もう一つの印相『与願印』に示されているお心とも一体になれると信じます。それらの二つが相俟って、まさに本源のいのちともいえる本仏の願いと一体になった働きができると、誰でも幸せに生きられるのだと受けとめた次第です。 今月は、そうした生き方を目指したいと思います。  【「佼成」は下記アドレスからご覧頂けます。 http://www.kpc-web.net/book-preview/kosei/201206/】 
    

感動感動感動感動をいただいたをいただいたをいただいたをいただいた比叡山春季講座比叡山春季講座比叡山春季講座比叡山春季講座     5 月 19 日、比叡山延暦寺会館にて、春季講座が開催され、京都教会をはじめ近畿支教区から参加した。  最初に、千日回峰行を 2 度満行された大阿闍梨・酒井雄哉師は回峰行の体験から「命の大切さを知り、生かされて感謝ができる」と語り、中国琵琶演奏者の葉衛陽氏は、琵琶の演奏により、人々の心を癒すことで 社会貢献している体験を述べ、最後に千手院住職の小林隆彰師はめに生きる」と題し、人間は「人のために生きる」ということを語った。 

活躍する男の情報紙 「「「「ダーナダーナダーナダーナ」」」」  佼成出版社の雑誌「ダーナ」。日頃仕事や生活の中で、頑張っている男性諸氏向けの情報紙。各界の第一人者が語るこころのあり方を参考に、日頃のちょっとしたものの見方や考え方を変えてみる。そうすることで、心を豊かにしてもらいたい。そんな願いのこもった一冊だ。  ６月はダーナの年間購読（一冊 350 円、年間 1,700円）を受け付けている。佼成出版社（フリーダイヤル：0120-323-766）、または各支部に申込みを。 
 

 

 



４ ＲＲＲＲ    ＫＫＫＫ    ＫＫＫＫ    京京京京    都都都都    広広広広    報報報報    ２０１２年６月１５日    
庭野開祖庭野開祖庭野開祖庭野開祖のののの宗教観宗教観宗教観宗教観････平和観平和観平和観平和観    「「「「一乗一乗一乗一乗のののの道道道道」」」」 《《《《日日日日々々々々これこれこれこれ法燈法燈法燈法燈のののの継承継承継承継承》》》》    庭野開祖が 85歳の誕生日を迎えた平成 3 年 11 月 15日。立正佼成会の「法燈継承式」が行われ、庭野日鑛第二代会長が誕生した。式典では、庭野開祖の啓白文奏上に答えて、日鑛新会長が「奉告文」を読み上げた。「「「「吾吾吾吾がががが師父師父師父師父、、、、開祖庭野日敬開祖庭野日敬開祖庭野日敬開祖庭野日敬、、、、甚重甚重甚重甚重のののの因縁因縁因縁因縁あってのあってのあってのあっての故故故故にににに、、、、若若若若きよりきよりきよりきより在家仏教者在家仏教者在家仏教者在家仏教者のののの利他行利他行利他行利他行をををを行行行行じじじじ給給給給いていていていて、、、、末法末法末法末法のののの時時時時、、、、今生今生今生今生にににに生生生生をををを享享享享けしけしけしけし一大事一大事一大事一大事のののの因縁因縁因縁因縁をををを自覚自覚自覚自覚せられせられせられせられ、、、、且又甚且又甚且又甚且又甚深深深深なるなるなるなる時時時時のののの図図図図らいをらいをらいをらいを蒙蒙蒙蒙りてりてりてりて、、、、昭和昭和昭和昭和 13131313 年年年年、、、、立正佼成会立正佼成会立正佼成会立正佼成会をををを創始創始創始創始せられたりせられたりせられたりせられたり。。。。((((中略中略中略中略))))    本日茲本日茲本日茲本日茲にににに不肖日鑛不肖日鑛不肖日鑛不肖日鑛、、、、師父日敬師父日敬師父日敬師父日敬のののの仏勅使仏勅使仏勅使仏勅使たるのたるのたるのたるの一大事一大事一大事一大事因縁因縁因縁因縁によりてによりてによりてによりて、、、、今日今日今日今日あるあるあるある立正佼成会立正佼成会立正佼成会立正佼成会のののの第二代会長第二代会長第二代会長第二代会長としとしとしとしてそのてそのてそのてその職位職位職位職位にににに就就就就きききき、、、、血脈相承血脈相承血脈相承血脈相承のののの由縁由縁由縁由縁をををを以以以以てのてのてのての故故故故にににに、、、、法法法法燈継承燈継承燈継承燈継承のののの大役大役大役大役をををを蒙蒙蒙蒙れりれりれりれり。。。。吾等共吾等共吾等共吾等共々々々々にににに法華経法華経法華経法華経のののの精神精神精神精神をををを体体体体解解解解してしてしてして行行行行じじじじ、、、、広広広広くくくく社会社会社会社会・・・・人心人心人心人心のののの浄化浄化浄化浄化にににに挺身挺身挺身挺身しししし、、、、自利利自利利自利利自利利他他他他のののの修業精進修業精進修業精進修業精進にににに励励励励みみみみ、、、、皆共皆共皆共皆共にににに仏道仏道仏道仏道をををを成成成成ぜんことをぜんことをぜんことをぜんことを。。。。立立立立正佼成会正佼成会正佼成会正佼成会    第二代会長第二代会長第二代会長第二代会長    庭野日鑛庭野日鑛庭野日鑛庭野日鑛」。」。」。」。    「法燈継承の証」が日鑛新会長に手渡されると、会員から温かい拍手がわき起こり、二人を包んだ。庭野開祖にとって、とてもありがたく、嬉しいことであった。ローマ教皇ヨハネ・パウロ二世から寄せられた祝辞を、ウイリアム・カルー駐日ローマ教皇庁大使が、また、デクエヤル国連事務総長からの祝辞を、明石康・国連事務次長(軍縮担当)が代読した。 この式典の模様は、衛星放送によって、全国の教会道場に集まった約 70万人の会員に伝えられた。日鑛新会長は、二代会長としての初めての説法で、会員にこう語りかけた。「昭和 13 年 3 月、開祖さまは立正佼成会を創立されました。以来 53 年にわたり、私たちを正法の道に導いて下さってこられたそのご苦労は、言葉では言いあらわせないものと推察します。人間人間人間人間はははは親親親親をををを選選選選んでんでんでんで生生生生まれてくることはできませんまれてくることはできませんまれてくることはできませんまれてくることはできません。。。。そのことでそのことでそのことでそのことで私私私私もももも悩悩悩悩んだことがありましたがんだことがありましたがんだことがありましたがんだことがありましたが、、、、親親親親のののの血血血血をををを受受受受けけけけ継継継継いでいでいでいで命命命命をををを頂頂頂頂けたことがけたことがけたことがけたことが、、、、本当本当本当本当にありがたくにありがたくにありがたくにありがたく思思思思えるようになりえるようになりえるようになりえるようになりましたましたましたました。。。。    そしてまたそしてまたそしてまたそしてまた、、、、父父父父でありでありでありであり、、、、師匠師匠師匠師匠であるであるであるである開祖開祖開祖開祖さまからさまからさまからさまから『『『『百百百百千万劫千万劫千万劫千万劫にもにもにもにも遭遇遭遇遭遇遭遇たてまつることたてまつることたてまつることたてまつること難難難難しししし』』』』とされているとされているとされているとされている無無無無上甚深微妙上甚深微妙上甚深微妙上甚深微妙のののの法法法法をををを授授授授けてけてけてけて頂頂頂頂きましたきましたきましたきました。。。。このこのこのこの二二二二つのことつのことつのことつのことがががが、、、、何何何何にもましてありがたくにもましてありがたくにもましてありがたくにもましてありがたく思思思思えるのですえるのですえるのですえるのです。。。。開祖さまの教えを頂く私たち会員は、みな親戚だと目覚めさせ 

て頂きました。立正佼成会第二代会長の大役を頂き、皆様のご教導を頂き、至らない者ですが、皆様とともに精進させて頂く覚悟です。 法華経の従地涌出品(じゅうじゆじゅつほん)には、大地の底からあらわれた地涌(じゆ)の菩薩に、釈尊がこの人間世界の教化を託されるさまが説かれています。釈尊釈尊釈尊釈尊のののの教教教教えをえをえをえを観念的観念的観念的観念的にとらえるのではなくにとらえるのではなくにとらえるのではなくにとらえるのではなく、、、、実実実実践践践践的的的的にとらえるのがにとらえるのがにとらえるのがにとらえるのが大地大地大地大地のののの底底底底からあらわれたからあらわれたからあらわれたからあらわれた本化本化本化本化((((ほんほんほんほんげげげげ))))のののの菩薩菩薩菩薩菩薩でありましょうでありましょうでありましょうでありましょう。。。。    地涌地涌地涌地涌のののの菩薩菩薩菩薩菩薩はははは、、、、人間世界人間世界人間世界人間世界のののの苦悩苦悩苦悩苦悩をわがこととしをわがこととしをわがこととしをわがこととし、、、、大大大大衆衆衆衆とともにとともにとともにとともに歩歩歩歩みみみみ、、、、苦悩苦悩苦悩苦悩をををを共共共共にするにするにするにする無名無名無名無名のののの人人人人たちですたちですたちですたちです。。。。私私私私はははは今日今日今日今日からからからから、、、、このこのこのこの本化本化本化本化のののの菩薩菩薩菩薩菩薩としてとしてとしてとして精進精進精進精進していきたしていきたしていきたしていきたいといといといと念願念願念願念願していますしていますしていますしています。。。。南無妙法蓮華経の旗印のもと、皆様とともに精進することを、今日の法燈継承式を機にお誓い致します」。 日鑛新会長が、器用に立ち回るよりも、むしろ無口で地道な性格であることは、だれにもよくわかっていることだった。しかし、、、、無欲無欲無欲無欲でででで自分自分自分自分をををを高高高高みにみにみにみに置置置置いていていていて人人人人をををを見下見下見下見下すというすというすというすという様様様様なななな所所所所がないがないがないがない。。。。みんみんみんみんなとなとなとなと同同同同じじじじ立場立場立場立場にににに立立立立ってってってって、、、、自分自分自分自分のののの未熟未熟未熟未熟さをさらけだしさをさらけだしさをさらけだしさをさらけだし、、、、同行同行同行同行としてとしてとしてとして不言実不言実不言実不言実行行行行でいくことができるのではないかでいくことができるのではないかでいくことができるのではないかでいくことができるのではないか。。。。庭野開祖庭野開祖庭野開祖庭野開祖にはにはにはには、、、、日鑛新会長日鑛新会長日鑛新会長日鑛新会長がががが宗教者宗教者宗教者宗教者にとっていちばんにとっていちばんにとっていちばんにとっていちばん大事大事大事大事なななな何何何何かをそかをそかをそかをそなえているようになえているようになえているようになえているように思思思思えたえたえたえた。。。。    庭野開祖は、宗教教団には「一を聞いて十を知る」という人間よりも、十を聞かされて、そのうちの一つでも二つでもいいから、黙々とやり続けるという人間の方が貴重だと考えていた。よく見ると、そういう人によって教団は支えられてきているのである。目ざとい人間は、よほど自分を戒めることがないと、つい自己流をふりまわして調和を乱すことになりかねない。 日鑛新会長には密行があった。それは、父である庭野開祖がいちばんよく知っていた。10101010 年間年間年間年間にわたるにわたるにわたるにわたる新新新新潟県菅沼潟県菅沼潟県菅沼潟県菅沼でのでのでのでの父親父親父親父親とのとのとのとの別居生活別居生活別居生活別居生活でででで、、、、とりわけとりわけとりわけとりわけ長男長男長男長男としとしとしとしてててて、、、、父父父父とととと母母母母のののの間間間間がこれからどうなるのかといったがこれからどうなるのかといったがこれからどうなるのかといったがこれからどうなるのかといった心配心配心配心配をををを一身一身一身一身にににに背負背負背負背負いいいい、、、、一人一人一人一人でででで耐耐耐耐えてきていたえてきていたえてきていたえてきていた。。。。総領総領総領総領((((長子長子長子長子やややや相続人相続人相続人相続人))))はははは、、、、まわりのまわりのまわりのまわりの様様様様々々々々なななな声声声声がががが聞聞聞聞こえてくるこえてくるこえてくるこえてくる中中中中でででで、、、、誰誰誰誰にもにもにもにも相談相談相談相談できずできずできずできず、、、、一人耐一人耐一人耐一人耐えるしかないえるしかないえるしかないえるしかない。。。。そのそのそのその 10101010 年間年間年間年間のののの修行修行修行修行はははは、、、、日鑛新会長日鑛新会長日鑛新会長日鑛新会長のののの人間形成人間形成人間形成人間形成にににに大大大大きなきなきなきな何何何何かをもたかをもたかをもたかをもたらしているはずであったらしているはずであったらしているはずであったらしているはずであった。。。。それが、これからゆっくりと開花していくのではないだろうか。   (つづく)       
 渉外部からのメッセージ  5 月 21 日は日本中で金環日食の話題となり、6 月 6日は金星の太陽面通過で話題となりました。専用メガネで実際にご覧になった方も多いと思います。金環日食と皆既日食は地球から月の微妙な距離の違いにより異なって見えるそうです。月が地球から近い時は皆既日食、遠い時は金環日食になる訳ですが、月は徐々に 

地球から遠ざかっているので、将来の人類は金環日食しか見られないそうです。その仕組みが解明でき、両方が観測できる現在に命を頂いている我々は生かされているとしか言いようがありません。 この月報はホームページでもご覧頂けます。 アドレスは http://rkk-kinki.blog.ocn.ne.jp/kyoto/ 
 


